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１．はじめに                                   

 

1-1 背景と目的                                  

 

 自転車は、日常生活における身近な移動手段や、サイクリング等のレジャーの手段等として、幅広く

利用されています。また、近年、環境にやさしい交通手段や健康志向などからその利用ニーズが高まっ

ています。 

 昭和４０年代の自動車の普及に伴い、自動車の交通事故が急増したことから、自転車の歩道通行を可

能とする交通規制を導入し、自転車と自動車の分離を図ってきました。一方、自転車は車両であるとい

う意識の希薄化により、歩道上等で危険な自転車利用が増加し、自転車対歩行者の事故が増加していま

す。 

 これらを踏まえ、本計画は、自転車空間の整備と併せ、自転車が安全で快適に通行できるとともに、

歩行者の安全性が高まるような利用環境の創出を目的として作成します。 

 

1-2 位置付け                                   

  

 本計画は、平成２４年１１月に国土交通省と警察庁が共同で策定した「安全で快適な自転車利用環境

創出ガイドライン」および安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会における『「自

転車ネットワーク計画策定の早期進展」と「安全な自転車通行空間の早期確保」に向けた提言（平成 28

年 3 月）』に基づく考え方に準拠して策定するものです。 

 計画を策定していく上で、上位計画となる第４次苅田町総合計画や苅田町都市マスタープラン等にお

ける都市基盤の整備等を基本とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 対象範囲 

苅田町 

北九州市小倉南区 

行橋市 
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２．苅田町における自転車利用の現状と課題                     

 

2-1 苅田町の概況                                 

（１）人口・世帯数の状況 

 

 

 苅田町の平成２７年１０月１日現在の総人口は、３４，９８４人で前回調査（平成２２年）に比べ     

１，０２１人（２．８％）減少しています。 

 平成２７年１０月１日現在の総世帯数は、１５，３４１世帯で前回調査（平成２２年）に比べ   

２１９世帯（１．４％）減少しています。また、１世帯あたり人員は２．２８人となっています。 

 

 

図 人口及び人口増加率 

 

図 世帯数及び１世帯あたり人員 
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■人口・世帯数の推移 

○人口は減少傾向にあり、核家族化が進展しています。 

出典：苅田町ホームページ及び平成２７年国勢調査（速報値） 
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 平成２２年１０月１日現在の年齢別構成比は、１５歳未満 14％、１５～６４歳６５％、６５歳以上

の高齢者人口は２１％で、６５歳以上の割合は、着実に増加してきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人口構成（出典：国勢調査） 

 

（２）交通事故件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 苅田町における交通事故件数の推移 

 

  

■年齢別構成比の推移 

○年齢別の構成比の推移を見ると、６５歳以上は、全体の２１％となっています。 

○苅田町の交通事故の発生件数は、４００件前後で推移しており、負傷者数は近年増加傾向

にあります。 
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出典：苅田町ホームページ 
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（３）地形 

 

 

 苅田町は、福岡県の東部に位置し、東は周防灘、南は長峡川・小波瀬川を境に行橋市、北西は平尾

台カルスト台地が広がる北九州市小倉南区に接しています。 

 本町の地形は、町のほぼ中央に位置する標高 415ｍの高城山を中心とする中起伏山地、その南・東

面周辺の山麓及び洪積台地、海岸に沿って点在する丘陵地、さらに周防灘及び小波瀬川に向って市街

地、工場立地、水田耕作等に利用されている低地に概ね分けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 苅田町周辺の地形 

  

○苅田町は沿岸部からＪＲ日豊本線までの間が平坦であり西側は山地が広っています。 

▲高城山 
苅田町 

北九州市小倉南区 

行橋市 

小波瀬川 

長峡川 



7 

 

（４）道路・交通ネットワーク 

 

 

 東九州自動車道、国道 10 号および県道 25号線が幹線道路として南北に通過しており、町内から北

九州空港へ県道 245 号線が連絡しています。 

  また、JR日豊本線も南北に通過しており、苅田駅、小波瀬西工大前駅の２駅があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 苅田町の道路・交通ネットワーク 

 

 

  

○苅田町は南北に幹線道路が通過しており、鉄道駅では町内に２駅が立地しています。 

   ：高速道路 

   ：国道 

   ：主要地方道 

   ：一般県道 

   ：その他道路 
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（５）自動車交通量 

 

 

 

  

 

 

図 苅田町内の自動車交通量 

データ：平成 22 年道路交通センサス 
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苅田駅 
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小波瀬西工大前駅 

○町内の主な道路の交通量は、国道 10号および県道 25 号線が 20,000 台/日以上、県道 254

号線および県道 245 号線が 10,000 台～20,000 台/日程度、県道 64 号線は 4,000 台/日以

下となっている。 



9 

 

（６）人口分布 

 

 

  

 

  

 

 

○苅田町は国道 10 号から JR 日豊本線までの間に市街地が形成されています。 

○JR 苅田駅周辺に人口集中地区（DID）が形成されています。 

南原・殿川線高架下

尾倉・与原線高架下

ゴルフ場

苅田町役場

苅田駅

野球場

小波瀬西工大前駅

朽網駅

■：人口集中地区（H22 国勢調査） 
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（７）主要施設立地状況・バリアフリー重点地区 

 

 

 

 

  

国道 10 号 

JR 日豊本線 

○ほとんどの施設が南北に走る国道１０号と JR日豊本線の間に立地しています。 

 JR 苅田駅から苅田町役場周辺が、バリアフリー重点地区に指定されています。 
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2-2 苅田町における自転車利用状況                         

（１）苅田町における代表交通手段別分担率 

 

 

 苅田町における代表交通手段の内訳では、自動車、徒歩、自転車、鉄道の順に多くなっています。

最も多かった自動車は全トリップの６割近くを占めています。一方自転車の分担率は６％と低い傾向

にあります。 

 

図 苅田町における代表交通手段分担率 

データ：第４回北部九州圏ＰＴ調査集計結果 

 

（２）苅田町における自転車利用者の状況 

 

 

 苅田町における自転車利用トリップを年齢、性別ごとに集計すると、15 歳から 22 歳の間で男性の

利用が多くなっており、高校生や大学生などの利用が多いことがわかります。また、50 歳前後では女

性の利用が多くなっています。 

 

 

図 苅田町における代表交通手段分担率 

データ：第４回北部九州圏ＰＴ調査集計結果 

 

○苅田町は自動車の利用が多く、自転車利用は全体の約６％です。 

○男性は若年層及び高齢者層、女性は 50歳台の自転車利用者が多くなっています。 

代表交通手段とは・・・ 
一つのトリップでいくつ
かの交通手段を乗り換え
た場合、その中の主な交通
手段を代表交通手段とい
う。主な交通手段の集計上
の優先順位は、鉄道、バス、
自動車、二輪車、徒歩の順
としています。 

（
ト
リ
ッ
プ
/日
）
 

（年齢）



 

（３）苅田町における自転車利用目的 

 

 

  

 

 
 

（４）苅田町における自転車流動 

 

 

  

 

図 苅田町における自転車流動（代表交通手段利用） 

データ：第４回北部九州圏ＰＴ調査集計結果 
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○苅田町における自転車流動を見ると、苅田町 1、苅田町 2、苅田町 3内での流動量や南北

方向への流動量が多くなっています。 

○また、隣接する北九州市や行橋市との行き来も多くなっていることがわかります。 

○代表交通手段としての自転車利用の場合、私用目的（買い物等）で使われる方が多くなって

います。 

○一方、端末交通手段（鉄道駅へのアクセス等）としての自転車利用の場合は、通学で使わ

れる方が最も多い状況になっています。 

500 以上 

250 以上 

（鉄道駅へのアクセス等） 

 

 



 

（５）苅田町における交通拠点・施設分類別の自転車利用状況 

 

 

 

 

 JR日豊本線苅田駅が最も多く、小波瀬西工大前駅に比べ2.5倍以上の自転車利用量となっています。 

また、「学校・教育施設」「スーパー・デパート」への自転車集中量が多いことから、中学校・高校の

通学生と、日常的な買い物利用で自転車が多く利用されていることがわかります。 

 

図 苅田町における交通拠点別の自転車利用状況 

 
図 苅田町における施設分類別の自転車利用状況 

データ：第４回北部九州圏ＰＴ調査集計結果

○交通拠点では、JR 苅田駅への自転車利用が最も多い状況になっています。 

○施設分類別の自転車利用状況では、住宅・寮を除くと「学校・教育施設」「スーパー・デ

パート」に多く集中していることがわかります。 

 

 

 



 

（６）苅田町の路線別自転車交通量 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ：平成 17 年道路交通センサス 

○苅田町内の自転車交通量は、国道 10 号断面や JR 苅田駅、JR 小波瀬西工大前駅へのアク

セスする路線（県道 213 号線や県道 212 号線）で多くなっています。 
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（７）駐輪施設の利用状況 

 

 

 

 

 面積 収容台数 原付 

苅田駅北駐輪場 830 ㎡ 420 台 20 台 

苅田駅南駐輪場 443 ㎡ 250 台 10 台 

苅田駅西駐輪場 271.2 ㎡ 172 台 5 台 

小波瀬駅駐輪場 343 ㎡ 230 台 5 台 

合計  1,252 台 40 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○苅田駅及び小波瀬駅に約１，３００台の駐輪スペースがあり、利用率は、全体で約６割と

なっています。（平成 25年 11 月 29 日 利用者状況調査より） 

南原・殿川線高架下

尾倉・与原線高架下

ゴルフ場

苅田町役場

苅田駅

野球場

小波瀬西工大前駅

朽網駅

苅田駅北駐輪場 

苅田駅西駐輪場 

苅田駅南駐輪場 

小波瀬駅駐輪場 



 

（８）自転車事故発生箇所 

 

 

 

 

 

苅田町神田町交差点 

苅田駅入口交差点 

苅田町富久町交差点 

西工大入口交差点 

苅田駅交差点 

凡  例 

:H28.1～H28.2 

:H27.1～H27.12 

:H27 

※自転車関連事故
に伴う救急搬送
箇所 

※自転車関連事故発生箇所 

○JR 日豊本線の苅田駅周辺や西日本工業大学周辺の国道・県道等で自転車関連事故が多く

発生しています。 

資料：自転車関連事故に伴う救急搬送箇所（苅田町消防本部提

自転車関連事故発生箇所（行橋警察署提供） 



 

３．苅田町自転車ネットワーク整備計画の方向性                   

 

3-1 苅田町自転車ネットワーク整備計画の位置づけ                  

 

 苅田町自転車ネットワーク整備計画は、下記に示す第４次苅田町総合計画などの上位計画や関連計画

に基づき、自転車の通行環境整備による安全性の向上や利用促進などを目的として策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上 位 計 画 

苅田町自転車ネットワーク整備計画 

第４次苅田町総合計画（平成 23 年～平成 32 年度） 

◆安全で快適な道路網の整備（第 4章 4-1 都市基盤の充実） 

苅田都市計画 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方

針（都市計画区域マスタープラン）（平成

23 年 4 月） 

 

◆歩道、自転車道の整備を進め、歩行者及び自

転車利用者の安全性、利便性の確保 

（3（2）都市施設の整備に関する方針） 

苅田町都市計画マスタープ

ラン（平成 18 年 3 月） 

 

◆安全で快適な人にやさしい歩

行者空間の形成 

（第 4 章 2.都市施設の整備に関

する方針） 

関 連 計 画 

苅田町交通安全計画（平成 18 年 8 月） 

◆総合的な自転車利用環境の整備 

（第 2節 講じようようとする施策） 

第２次かんだ環境未来図（苅田町環境基本計画） 

（平成 26 年 3 月） 

◆歩行者や自転車が利用しやすい道路環境を整える 

（6-3 車利用による二酸化炭素排出を減らす） 

苅田町福祉のまちづくり整備基本計画（平成 16 年 3 月） 

◆すべての人にやさしいバリアフリーのまちづくり 

（3.2.苅田町福祉のまちづくりの基本方針） 



 

3-2 苅田町自転車ネットワーク整備計画の基本方針                  

 

 苅田町の上位計画等を踏まえ、自転車利用の現況と課題から、自転車ネットワーク整備計画に求めら

れる方向性をまとめると以下の通りです。 

 

苅田町における自転車利用の現況と課題 
 

●通勤、通学、生活等で使う道路において、安全で快適な自転車通行空間が整備されていない 

●マイカー通勤が増加しており、環境負荷を高めている 

●通勤など、自動車利用から自転車への転換可能性がある 

●健康志向の高まりにより、レクリエーション利用など自転車利用者の増加の可能性がある 

●町の中心地区（苅田駅及び苅田町役場周辺）においては、視覚障害者誘導用ブロックが設置さ

れており、歩道と自転車道の分離が必要である 

 

 

 

 

苅田町の自転車ネットワークに求められる方向性 

●交通安全の観点 
 歩行者、自転車、自動車が安心して通行できる道路空間の整備が必要です。 

 

●環境の観点 
 車利用による二酸化炭素を抑制し、公共交通へのアクセス交通としての自転車の利用を促進す

るため、自転車通行環境を整備します。 

 

●健康の観点 
 町民のレクリエーション、健康増進のため、自転車通行環境を整備します。 

 

 

 

 

 

  ＜基本方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針１ 歩行者と自転車の安全確保 

・歩行者、自転車、自動車が安心して通行できる道路空間の確保 

・通勤、通学における自転車通行空間の整備と安全確保 

基本方針２ 自転車利用の促進による環境負荷の軽減 

・車利用による二酸化炭素排出を減らすため、自動車等から自転車への転換の促進 

基本方針３ 健康増進のための自転車利用環境等の整備 

・町民のレクリエーション、健康保持のための自転車利用促進 



 

４．自転車ネットワークの検討                           

 

4-1 自転車ネットワーク路線の選定                         

 

 苅田町自転車ネットワーク整備計画の基本方針の実現に向け、下記の視点で、自転車ネットワーク路

線を選定しました。 

 

基本方針１ 歩行者と自転車の安全確保 

 

 ●自転車利用の多い路線 

 

 ●歩行者の安全確保が必要な路線 

 

基本方針２ 自転車利用の促進による環境負荷の軽減 

 

 ●通勤・通学の核となる JR 苅田駅、小波瀬西工大駅へのアクセス路線 

 

 ●沿道に公共施設、学校等主要発集拠点のある路線 

 

基本方針３ 健康増進のための自転車利用環境等の整備 

 

 ●北九州空港へ繋がる路線 

 

 ●広域的なサイクリングロードとなる路線 

 

 

 

 

 

 

 苅田町自転車ネットワーク計画対象路線を以下の通り設定します。 

 

ネットワーク路線 選定理由 

町道苅田･南原線 

交通結節点（鉄道駅）や周辺施設へアクセスする自転車

利用者が多く、自転車関連事故も発生していること。ま

た、BF 重点整備地区の指定や視覚障害者誘導用ブロック

が設置される等、歩行者の安全性確保を優先する区間で

あること。 

町道荷揚場線 

町道苅田西停車場線 

県道苅田採銅所線 

県道苅田停車場線 

県道小波瀬停車場線 

県道須磨園南原曽根線 
苅田中学校、苅田工業高校など通勤・通学の利用者が多

いこと。 

県道新北九州空港線 
健康増進及び観光レクリエーションの促進を目的に、整

備を促進する必要性が高い区間であること。 

 

 

苅田町自転車ネットワーク計画対象路線 



 

また、『「自転車ネットワーク計画策定の早期進展」と「安全な自転車通行空間の早期確保」に向けた

提言（平成 28年 3月）』に基づき、以下の路線をネットワーク補完経路として設定します。 

 

ネットワーク補完経路 選定理由 

国道 10 号の一部 

現在、自歩道指定区間となっており、ネットワークの切

れ目を生じさせないように、設定する自転車ネットワー

ク路線を補うため。 

県道門司行橋線の一部 
苅田停車場線と新北九州空港線を結び、設定する自転車

ネットワーク路線を補うため。 

 

 

 

 

 

 

  

■ネットワーク補完経路 

 

Ⅲ―２．（２）自転車通行空間の形態選定にかかる柔軟な対応 

○ 現行ガイドラインでは、自転車ネットワーク計画対象路線において、本来自転車道を整備す

べき路線であるが、自転車道の整備が困難な場合、当面、既設の自転車歩行者道の活用を検討す

ることができるとされていた。一方、自転車ネットワーク計画対象路線に指定されない多数の道

路で既設の自転車歩行者道が存置されることが想定される。このため今後は、自転車ネットワー

ク計画対象路線として指定した道路では、自転車通行空間として既設の自転車歩行者道のみを活

用する方法は採用せず、暫定形態として自転車専用通行帯又は車道混在での整備を検討するこ

と。なお、やむを得ず自転車通行空間として既設の自転車歩行者道のみを活用せざるを得ない場

合には、その区間を自転車ネットワーク計画対象路線に位置付けることなく、自転車ネットワー 

クを補完する経路として活用することは妨げない。 

 

出典：「自転車ネットワーク計画策定の早期進展」と「安全な自転車通行空間の早期確保」に向

けて提言（平成 28年 3月）P.13 中段 



 

4-2 自転車ネットワーク路線                           

 

 苅田町自転車ネットワーク路線を以下の通り設定します。 

 

  
県道新北九州空港線 

町道荷揚場線 

県道小波瀬停車場線 

県道須磨園南原曽根線 

町道苅田･南原線 

県道苅田採銅所線 

県道門司行橋線 

町道苅田西停車場線 



 

５．自転車走行空間の計画                             

 

5-1 自転車走行空間の種類                            

 

 自転車走行空間の基本的な整備形態（整備断面）として、以下に示す自転車道、自転車専用通行帯（自

転車レーン）、車道混在（暫定形態）があります。 

 

整備形態 整備イメージ 

自転車道 

 

 

自転車専用 

通行帯 

  

車道混在 

（暫定形態） 

  

資料：「自転車ネットワーク計画策定の早期進展」と「安全な自転車通行空間の早期確保」に向けた提

言（平成 28 年 3 月）より 

 

 

 

  



 

5-2 路線毎の整備形態のイメージ                          

 

 自転車ネットワーク路線として選定した道路の構造によって、以下の整備形態で整備を進めていきま

す。個別の整備形態は、詳細に調査・設計した上で、交通管理者と協議し、決定します。 

 

（整備イメージ） 

①苅田停車場線 

 
図 車道混在（標準化した矢羽を設置）の整備断面 

 

図 現況断面 

 

②町道苅田･南原線 

 
図 車道混在（標準化した矢羽を設置）の整備断面 

 

図 現況断面 
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③小波瀬停車場線 

 

図 車道混在（標準化した矢羽を設置）の整備断面 

 
図 現況断面 

 

④新北九州空港線 

 

図 自転車道の整備断面 

 

図 現況断面 
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６．計画推進のための自転車施策                          

 

6-1 自転車利用環境改善のハード対策                        

 

（１）自転車ネットワーク路線の整備 

 自転車利用環境の基本的な施設整備として、自転車通行空間の計画の考え方に基づき、自転車ネッ

トワーク路線を整備します。 

 

（２）分かりやすい路面表示等の整備 

 自転車通行空間には、複数の形態があり、交通規制の内容も同じではありません。自転車利用者が

安心して通行できるように、交通管理者、道路管理者と調整し、利用者にわかりやすい標識や路面表

示を整備します。 

 

（参考：路面標示の設置方法（案）） 

 

資料：「自転車ネットワーク計画策定の早期進展」と「安全な自転車通行空間の早期確保」に向けた提

言（平成 28 年 3 月）より 

 

 

  



 

 

（参考：矢羽根型路面標示の標準仕様（案）） 

 
資料：「自転車ネットワーク計画策定の早期進展」と「安全な自転車通行空間の早期確保」に向けた提

言（平成 28 年 3 月）より 

 

 

（参考：自転車のピクトグラムの例） 

 

 

資料：「自転車ネットワーク計画策定の早期進展」と「安全な自転車通行空間の早期確保」に向けた提

言（平成 28 年 3 月）より 

 

  



 

6-2 自転車利用環境改善のソフト対策                        

 

（１）自転車利用者の交通ルールの遵守、マナーの向上 

 自転車利用者の交通ルールの遵守、マナーの向上に向けて、交通安全教室や各種交通安全キャンペ

ーンなどの機会に交通ルールやマナーの啓発活動を実施します。 

 また、交通管理者との連携を強化し、交通安全教室などの開催回数の増加や内容充実に努めます。 

 

（２）交通違反者に対する指導・取締の強化 

 近年の自転車利用者の中には、交通ルールを無視した悪質で危険な運転が見られます。交通ルール

やマナーの啓発を行うとともに、悪質な利用者については、交通管理者との連携し、指導・取締りを

強化します。 

 

 

 


